
析・
検
討 、
す
な
わ
ち
史
料
批
判
は
欠
か
せ
な
い
作
業
と
な
る 。

災
害
記
録
と
し
て
の
『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記
』

本
稿
の
目
的
は 、
『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記』
と
い
う
年
代
記
を
史
料
学
的
に
検
討
し 、

信
頼
で
き
る
記
事
を
確
認
す
る
と
と
も
に 、
同
書
に
記
さ
れ
る
地
震・
水
害
な
ど
の
自
然
災

年
代
記
は 、
前
近
代
と
く
に
中
世
以
前
に
発
生
し
た
地
震
や
自
然
災
害
の
研
究
に
と
っ
て

(

1
)
 

重
要
な
史
料
で
あ
る 。
年
代
記
と
は 、
天
皇・
将
軍
等
の
代
替
や
重
大
な
事
件·
出
来
事

な
ど
を
年
代
順
に
記
録
し
た
年
表
史
料
で
あ
る 。
と
く
に
古
代・
中
世
の
地
震
研
究 、
自
然

災
害
研
究
に
と
っ
て
は 、
京
都・
奈
良
な
ど
に
比
べ 、
古
文
書・
日
記
な
ど
の一
次
史
料
の

少
な
い
東
H
本
や
中
国・
四
国・
九
州
な
ど
の
地
方
の
地
震
や
自
然
災
害
を
知
る
に
は
不
可

欠
な
史
料
で
あ
る 。
し
か
し 、
年
代
記
は 、
後
世
に
加
筆・
編
集
さ
れ
た
も
の
が
多
く 、
史

料
と
し
て
は
古
文
書•
H
記
な
ど
に
比
べ
て
記
録
内
容
の
信
頼
性
は
低
い
と
さ
れ
る 。
そ
れ

ゆ
え 、
歴
史
地
震・
歴
史
自
然
災
害
の
研
究
を
行
う
た
め
に
は 、
年
代
記
の
史
料
学
的
な
分

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記』
（一
般
に
『
常
光
寺
年
代
記』
と
し
て

知
ら
れ
る）
は 、
三
河
国
渥
美
郡
堀
切
村
（
現
愛
知
県
田
原
市
堀
切
町）

害
の
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る 。

は
じ
め
に

の
常
光
寺
に
残
さ

れ
た
年
代
記
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
の
原
本
は
昭
和
二
十
年
（一
九
四
五）
に
疎
開
先
で
戦

火
に
あ
い
焼
失
し
た
た
め 、
渥
美
郡
史
編
纂
が
用
い
た
新
写
本
が
寺
に
寄
贈
さ
れ 、
同
三
十

『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記
』

片
桐
昭
彦
（
新
潟
大
学）

六
年
(-
九
六一
）
に
『
三
州
堀
切
霊
松
山
常
光
寺
年
代
記』
と
し
て
翻
刻 、
刊
行
さ
れ
て

(

2
)
 

い
る 。
従
来 、
こ
の
本
を
地
震
研
究
者
だ
け
で
な
く
歴
史
学
研
究
者
の
多
く
も
用
い
て
き

た
が 、
誤
字・
脱
字
等
が
多
く 、
多
様
な
記
述
の
体
裁
も一
様
に
統一
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
た
め
本
稿
で
は 、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
影
写
本
（一

九
二
几
年
九
月
写
了）
を
用
い
る 。
影
写
本
で
あ
れ
ば 、
誤
字・
脱
字
が
な
い
ば
か
り
で
な

く 、
筆
跡
や
記
述
方
法
な
ど
の
違
い
も
わ
か
り 、
よ
り
正
確
に
史
料
批
判
を
加
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る 。
こ
の
影
写
本
に
つ
い
て
は 、
す
で
に
平
田
俊
春
氏
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る

(

3
)
 

が 、
多
く
の
王
代
記
や
年
代
記
の
概
説一
覧
の一
っ
と
し
て
簡
潔
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ

そ
こ
で
本
稿
で
は 、
あ
ら
た
め
て
『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記』
を
史
料
学
的
に
検
討．

考
察
し 、
信
頼
で
き
る
自
然
災
害
の
記
事
を
確
認
す
る 。
そ
の
上
で
本
書
に
記
さ
れ
た
自
然

の
史
料
学
的
検
討

『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記』
は 、
表
題
ど
お
り
「
王
代
記」
と
「
年
代
記」
か
ら
な
る 。

「
玉
代
記」
に
は 、
神
代
よ
り
皇
統
代
々
の
略
歴
が
記
さ
れ 、
「
年
代
記」
に
は 、
神
代
か
ら

亨
保
三
年
（一
七一
八）
ま
で 、
お
よ
び
嘉
永
七
年
(-
八
五
四） 、
文
久
三
年
(-
八
六
三）

か
ら
明
治
元
年
(-
八
六
八）
ま
で
年
次
ご
と
に
出
来
事
が
記
さ
れ
る 。

災
害
関
連
の
記
事
を
すべ
て
翻
刻 、
紹
介
し
た
い 。

る
た
め 、
本
書
全
体
を
詳
し
く
検
肘
し
て
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い 。

8
 



あ
り 、 平

田
俊
春
氏
は 、
こ
の
う
ち
「
王
代
記」
の
説
明
と
し
て
「
後
柏
原
天
皇
が
「
当
今」
と

（

マ

マ
）

（

4
）

そ
の
の
ち
は
書
き
加
わ
え
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る」
と
し
て
い
る 。
し
か
し 、

（

柏
）

後
鵜
原
院」
に
は
「
当
今」
の
文
字
は
な
く 、
そ
の
後

常
今」 、
「
賞
今

天
皇
の
在
位
期
間
で
あ
る
大
永
六
年
(-
五―一
六）

五
七）
几
月
五
日
ま
で
の
間
に一
度
ま
と
め
ら
れ 、
次
の
正
親
町
天
皇
の
在
位
期
間
で
あ
る

弘
治
三
年
＋
月
二
十
七
H
か
ら
天
正
十
四
年
(-
五
八
六）
＋一
月
七
日
の
間
に
も
加
筆
さ

一
方
「
年
代
記」

と
注
記
さ
れ 、

は 、
天
文
十
年
(-
五
四一
）

「
王
代
記」
は 、
後
奈
良

四
月――
十
九
日
か
ら
弘
治
三
年
(-
五

の
途
中
で一
旦
記
事
が
終
わ
り 、
白
丁

を
挟
ん
で 、
次
丁
の
冒
頭
に
影
写
本
の
校
訂
者
に
よ
り
朱
で
「
原
本 、
以
下
紙
質
ヲ
異
ニ
ス」

そ
れ
以
降
の
記
事
の
記
述
方
法
と
筆
跡
は 、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
変
わ
っ
て

い
る 。
つ
ま
り 、
天
文
十
年
の
途
中
以
降
の
記
事
は 、
そ
れ
以
前
の
記
事
と
は
別
人
が
記
し 、

料
紙
も
別
の
も
の
を
継
ぎ
足
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
の
点
は 、
「
主
代
記」
の
最
初

の
「
当
今」
後
奈
良
天
皇
の
在
位
期
間
中
で
あ
る
こ
と
と
も
符
合
し
て
お
り 、
「
主
代
記」
「
年

代
記」
は
と
も
に
天
文
十
年
に一
度
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う 。

で
は 、
最
初
に
本
書
を
記
し
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か 。
「
年
代
記」
の
記
事
を
み
て
注
目
さ

れ
る
の
は 、
常
光
寺
住
職
三
世
と
な
る
樹
王
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
い
こ
と
で
あ
る 。

例
え
ば 、
主
だ
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
と 、
文
正
元
年
(-
四
六
六）
「
樹
王
誕
生 、

王
榜
厳
伝
授 、

月 、
樹
玉
五
十
九
歳 、
普
済
寺
之
再
住」

れ
た
こ
と
が
わ
か
る 。

で
あ
る 。

八
月
十

五
日
辰
剋」
に
始
ま
り 、
文
明
四
年
(-
四
七
二）
「
正
月
十一
日 、
樹
王
上
寺 、
七
歳」 、

同
十
二
年
「
六
月一
日 、
東
堂
開 、
樹
王
成
出
家 、
掛
袈
裟」 、
長
亨
二
年
(-
四
八
八）
「
樹

廿
三
歳」 、
明
応
三
年
(-
四
九
四）
「
竺
印
普
済
寺
初
住 、
樹
主
十―一
月
廿

日
伝
授 、
廿
九
歳
也」 、
永
正
三
年
(-
五
0
六）
「
樹
王
四
十一
歳 、
三
月
十
五
日 、
常
光

寺
入
院」 、
同
十一
年
「
樹
主
四
十
九
歳 、
普
済
寺
之
初
住」 、
大
永
四
年
(-
五
二
四）
「
八

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

の
樹
玉
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記』
は 、
天
文
十
年

月
三
日
に
樹
王
（「
樹
王
禾
上」）
が
遷
化
し
た
と
記
さ
れ
る 。

で
は
な
く 、
次
代
の
後
奈
良
天
皇
の
誤
り
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て

に
「
百
七

百
八」
と
続
け
て
記
さ
れ
る
の
で 、
「
当
今」
は
後
柏
原
天
皇

「
主
代
記」
の
末
尾
に
は
「
百
六

天
文
十
年
以
前
の
記
事
に
お
い
て 、
右
の
樹
玉
の
よ
う
に
誕
生
や
出
家・
伝
授
の
記
事
ま

で
詳
し
く
記
さ
れ
た
住
職
や
寺
僧
は
い
な
い 。
さ
ら
に
そ
の
年
の
年
齢
ま
で
記
さ
れ
る 。
ま

た 、
常
光
寺
開
山
の
潔
堂
義
俊
と
二
世
竺
印
の
名
前
の
後
に
「
和
尚」
を
付
し
て
記
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
樹
王
に
は
すべ
て
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
な
い 。
し
か
し 、

「
年
代
記」
の
書
き
継
ぎ
が
明
ら
か
と
な
る
天
文
十
年
の
続
き
の
記
事
に
は
「
樹
主
秀
禾
上」

と
記
さ
れ 、
敬
称
「
禾
上
（
和
上）」
が
付
さ
れ
る 。
そ
し
て 、
翌
十一
年
の
記
事
に
は
十一

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば 、「
年
代
記」
の
天
文
十
年
前
半
以
前
の
記
事
は 、
常
光
寺
三
世

ま
で
に
樹
王
に
よ
っ
て一
度
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る 。

主
の
生
き
た
文
正
元
年
(-
四
六
六）

し
た
が
っ
て 、
少
な
く
と
も
樹

か
ら
天
文
十
年
ま
で
の
記
事
は 、
同
時
代
史
料
と
し

で
は 、
樹
主
が
ま
と
め
た
『
常
光
寺
主
代
記
井
年
代
記』
は 、

継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
ま
ず 、

断
続
的
な
も
の
で
あ
る 。

し
か
し 、

寺
住 、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
書
き

天
文
十
年
後
半
か
ら
同
十
八
年
(-
五
四
九）
ま
で
書

き
継
が
れ
る
が 、
翌
十
九
年
か
ら
弘
治
二
年
(-
五
五
六）
ま
で
は
年
次
の
み
で
記
事
は
な

く 、

翌―一
年
か
ら
永
禄
三
年
(-
五
六
0)
ま
で
は
記
事
が
あ
る
が 、
翌
四
年
か
ら
天
正
九

年
(-
五
八一
）
ま
で
は
天
正
四
年・
同
七
年
以
外
は
年
次
の
み
で
記
事
は
な
い 。
天
文
＋

年
か
ら
天
正
九
年
ま
で
四
0
年
ほ
ど
の
間
の
書
き
継
ぎ
は 、
少
な
く
と
も
二
人
の
手
に
よ
る

天
正
十
年
以
後
の
記
事
を
み
て
目
に
と
ま
る
の
は 、
天
正
七
年
に
常
光
寺
の
住

職
と
な
る
恩
海
で
あ
る 。
例
え
ば 、
天
正
十
年
の
記
事
に
は
「
恩
海
東
堂
開 、
＋
月
廿
八
日 、

年
五
十
三
歳
ナ
リ」 、
同
十一
年
に
は
「
恩
海
住
伍
年
目
也」 、
同
十一云一
年
に
は
「
恩
海
普
済

五
十
六
オ」 、
同
十
六
年
に
は
「
十
月
十一
日 、
傑
堂
和
低
百
年
忌 、
（
中
略） 、
恩
海

五
十
九
ノ
年
也」 、
慶
長
十
年
（一
六
0
五）
に
は
「
恩
海
再
住
シ
テ
年
七
十
六
ノ
時
ナ
リ」

と
記
さ
れ
る 。
前
述
し
た
樹
王
と
同
様 、
恩
海
に
も
敬
称
は
付
さ
れ
ず 、
そ
の
年
の
年
齢
も

，

 



記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と 、
こ
の
時
期
す
な
わ
ち
天
正
十
年
か
ら
慶
長
十
年
ま
で

(

5
)
 

の
記
事
は 、
恩
海
が
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
し
た
が
っ
て 、
少
な
く
と
も
こ
の
間
の

そ
れ
以
降
の
記
事
は 、
文
中
の
住
職
の
表
記
な
ど
か
ら
特
定
の
記
主
を
想
定
す
る
こ
と
は

難
し
い 。
元
和
八
年
(-
六
ニ―-）
か
ら
寛
永
七
年
(-
六――1
0)
ま
で
は
年
次
以
外
に
記

事
が
な
い
が 、
寛
永
八
年
か
ら
明
暦
元
年
（一
六
五
五）
ま
で
は
ほ
ぼ
継
続
し
て
記
事
が
あ

り 、
こ
の
時
期
の
常
光
寺
住
職
は
順
石
で
あ
る 。
記
述
方
法
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が 、
順
石

の
表
記
に
注
目
す
る
と 、
寛
永
八
年
か
ら
正
保
元
年
（一
六
四
四）
ま
で
の
記
事
は 、
敬
称

（
和
上）」
を
付
け
「
順
石
禾
上」
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し 、
翌―一
年
か
ら
承
応
元
年

（一
六
五
二）
ま
で
の
記
事
は
「
順
石
代」「
順
石」
の
よ
う
に
敬
称
は
付
記
さ
れ
な
い 。

た
が
っ
て 、
こ
の
間
の
記
事
は一一
人
に
よ
り
書
き
継
が
れ
た
と
み
ら
れ
る 。

し

前
者
の
記
事
に
は
敬
称
が
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら 、
記
主
は
順
石
本
人
で
は
な
い 。
し
か
し 、

寛
永
十
三
年
の
記
事
に
は
「
此
霜
月一二
日 、
順
石
禾
上 、
三
十
八
之
年
入
院
ナ
リ」 、
同
十
七

年
に
は
「
此
年
順
石
禾
上 、
四
十
二」
な
ど
の
よ
う
に
順
石
の
年
齢
が
記
さ
れ
る
と
と
も
に 、

同
十
六
年
の
記
事
に
は
「
常
光
寺
ノ
現
住
順
石
禾
上」

と
か
ら 、
順
石
の
こ
と
を
よ
く
知
る
同
時
代
の
人
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
順
石
の
弟
子

な
ど
の
常
光
寺
の
僧
で
あ
ろ
う
か 。
後
者
の
記
事
に
お
い
て
も 、

に
は
「
夏 、
順
石
五
十
歳」 、
慶
安―一
年
（一
六
四
九）
に
は
「
順
石
五
十
二
年
也」 、
承
応

元
年
に
は
「
順
石
五
十
五
年
也」
の
よ
う
に
順
石
の
年
齢
が
記
さ
れ
る 。
敬
称
が
付
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
順
石
本
人
が
記
し
た
可
能
性
も
あ
る 。

次
い
で 、
明
暦
三
年
（一
六
五
七）

「
禾
上

の
よ
う
に
「
現
住」
と
記
さ
れ
る
こ

正
保
四
年
（一
六
四
七）

か
ら
寛
文
九
年
(-
六
六
九）
ま
で
の
記
事
は 、
同

じ
筆
跡
で 、
年
次
の
下
に
二
行
で
割
書
き
す
る
形
を
と
り 、
そ
れ
ま
で
の
記
述
方
法
と
異
な

る 。
そ
の
後 、
寛
文
十一
年
か
ら
延
宝
三
年
(-
六
七
五）
ま
で
の
記
事
は 、
筆
跡
も
変
わ

り 、
ま
た
他
と
比
べ
て
長
文
と
な
る 。
延
宝
四
年
か
ら
同
七
年
ま
で
は
年
次
の
み
で
記
事
は

な
い
が 、
同
八
年
か
ら
貞
享
二
年
（一
六
八
六）
途
中
ま
で
の
記
事
と
同
様 、
年
次
の
干
支

記
事
は 、
同
時
代
史
料
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る 。

同
筆
で
あ
り 、
月
日
の
前
に
「
斯
年」
と
記
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る 。

一
五
0
年
ほ
ど
の

(
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右
の
明
暦
三
年
か
ら
貞
享
二
年
ま
で
の
時
期
の
常
光
寺
住
職
は
十
三
世
頑
直
で
あ
る
が 、

頑
直
の
表
記
は
「
頑
直」
「
頑
直
代」
な
ど
と
記
さ
れ 、
和
尚
な
ど
の
敬
称
は
付
さ
れ

な
い 。
頑
直
本
人
が
記
し
た
記
事
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が 、
こ
の
時
期
の
記
事
は
少

次
い
で 、
貞
享
三
年
か
ら
元
禄
五
年
（一
六
九
二）
ま
で
の
記
事
は 、
そ
れ
以
前
よ
り
字

な
り 、
他
と
比
べ
て
文
中
の
助
詞 、
送
り
仮
名 、
振
り
仮
名 、
返
り
点 、
縦
点
な
ど
が
細
か

く
付
記
さ
れ
て
い
る 。
続
い
て 、
元
禄
十
五
年 、
十
六
年
の
記
事
で
は
筆
跡
が
変
わ
り 、
年

次
の
干
支
が
縦
書
き
さ
れ 、
文
中
の
振
り
仮
名
や
縦
点
な
ど
は
付
さ
れ
な
く
な
る 。
宝
永
二

年
（一
七
0
五）

と
か
ら 、

か
ら
同
五
年
ま
で
の
記
事
は 、
さ
ら
に
長
文
と
な
り 、
出
来
事
ご
と
に
改

行
し
段
落
を
つ
け
て
記
述
す
る
よ
う
に
な
り 、
助
詞
や
送
り
仮
名
の
字
は
漠
字
の
右
脇
下
で

は
な
く
他
の
字
と
同
様
に
記
さ
れ
る 。
宝
永
六
年
（一
七
0
九）
以
降
は 、
再
び
長
文
で
も

段
落
を
設
け
ず
記
す
よ
う
に
な
り 、
同
六
年
か
ら
正
徳
二
年
(-
七―
二）
ま
で
の
記
事
は

右
の
貞
享
三
年
か
ら
正
徳
二
年
ま
で
の
時
期
の
常
光
寺
住
職
は
十
四
世
鳳
山
で
あ
り 、
こ

の
間
の
記
事
に
は
「
鳳
山
代」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が 、
宝
永
四
年・
同
八
年
の
記
事

に
は
「
鳳
山
和
尚」
の
よ
う
に
敬
称
「
和
尚」
が
付
記
さ
れ
る 。
ま
た 、

「
現
住
鳳
山」 、
宝
永
三
年
に
は
「
現
住
鳳
山
和
尚」
の
よ
う
に
「
現
住」
と
記
さ
れ
る
こ

そ
れ
ぞ
れ
同
時
代
に
記
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

元
禄
十
二
年
に
は

し
た
が
っ
て 、
こ

の
時
期
の
記
事
は 、
同
時
代
に
少
な
く
と
も
五
人
の
手
に
よ
り
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

次
い
で 、
正
徳
三
年
か
ら
享
保
三
年
（一
七一
八）
ま
で
の
記
事
は 、
同
筆
で
あ
り 、
そ

の
前
の
記
事
と
比
べ
て
助
詞 、
送
り
仮
名 、
振
り
仮
名 、
返
り
点
が
小
さ
い
字
で
付
記
さ
れ

て
い
る 。
そ
し
て 、
享
保
三
年
で
年
代
記
の
記
事
は
い
っ
た
ん
終
わ
り 、

年
か
ら
同
十
四
年
（一
七
0
I

)

ま
で
の
記
事
に
は 、
再
び
年
次
の
「
年」
は
付
さ
れ
な
く

が
大
き
く
な
り 、
年
次
表
記
が
「
元
禄
戊
辰
年」
の
よ
う
に
「
年」
が
付
さ
れ
る 。
冗
禄
六

な
く
と
も
三
人
に
よ
り
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る 。

が
斜
め
に
割
書
き
さ
れ 、
同
筆
と
み
ら
れ
る 。
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き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い 。
す
な
わ
ち
『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記』
の
「
年
代
記」
に
お

――一
月
八
日 、
大
地
震 、
東
大
寺
大
仏
頭
落
地 、

〇
斉
衡
三
年
（
八
五
六）

大
旱 、
詔
沙
門
常
暁 、
於
神
泉
苑
太
元
法
修 、
即
大
雨
下 、

〇
斉
衡
元
年
（
八
五
四）

0
天
長
六
年
（
八
二
九）

〇
弘
仁
九
年
（
八一
八）

し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。

大
地
震 、

(
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間
を
あ
け 、

め
た
こ
と 、

文
久
三
年
(-
八
六――-）

以
上 、
『
常
光
寺
主
代
記
井
年
代
記』
に
つ
い
て
史
料
学
的
に
検
討
し 、
「
年
代
記」

事
の
内
容
や
記
述
方
法 、
筆
跡
な
ど
の
変
化
や
違
い
を
見
て
き
た 。
そ
の
結
果 、
『
常
光
寺
王

代
記
井
年
代
記』
は 、

か
ら
明
治
元
年
(-
八
六
八）

天
文
十
年
(-
五
四一
）
ま
で
に
常
光
寺
三
世
の
樹
玉
が一
度
ま
と

そ
の
後
断
続
的
に一一
人
が
加
筆
し 、

年
（一
六
0
五）
ま
で
の
記
事
は
恩
海
が
記
し 、

ま
で
は一
人 、
文
久
三
年
(-
八
六
三）

た
も
の
と
し
て
信
頼
で
き
る
と
言
え
よ
う 。

『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記
』

す
る
こ
と
は
難
し
い 。

筆
に
よ
り
追
記
さ
れ
て
い
る 。

ま
で
の
記
事
が
同

天
正
十
年
(-
五
八―-）
年
か
ら
慶
長
十

元
和
八
年
（一
六
ニ―-）

の
記

か
ら
明
暦
元
年

（一
六
五
五）
ま
で
の
記
事
は
二
人 、
同一云一
年
か
ら
貞
享
二
年
（一
六
八
六）
ま
で
は
二
人 、

同
三
年
か
ら
正
徳
二
年
（一
七―
二）
ま
で
は
五
人 、
同
三
年
か
ら
享
保
三
年
（一
七一
八）

か
ら
明
治
元
年
(-
八
六
八）
ま
で
は一
人
が
記

し
た
が
っ
て 、
『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記』
は 、
天
文
十
年
に
樹
王
が
ま
と
め
て
以
来 、

断
続
的
な
時
期
も
挟
み
な
が
ら 、
常
光
寺
の
住
職
や
寺
の
者
に
よ
っ
て
代
々
書
き
継
が
れ
て

い
て
樹
玉
が
生
き
た
文
正
元
年
(-
四
六
六）
以
降
の
記
事
は 、
すべ
て
同
時
代
史
料
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き 、
伝
聞・
風
聞
記
事
な
ど
を
除
け
ば 、
記
主
が
実
際
に
体
験
し

の
自
然
災
害
関
連
記
事

本
節
で
は 、
『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記』
の
「
年
代
記」
に
記
さ
れ
た
自
然
災
害
に
関
連

す
る
記
事
を
すべ
て
翻
刻
し
紹
介
す
る 。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に 、
文
正
元
年
(-
四
六
六）

以
降
の
記
事
は
同
時
代
史
料
と
し
て
信
頼
で
き
る
が 、
そ
れ
以
前
の
記
事
を
同
時
代
史
料
と

し
か
し 、
文
正
元
年
以
前
の
記
事
に
つ
い
て
も 、
樹
王
が
何
ら
か
の

文
献
や
史
料・
伝
聞
な
ど
に
基
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り 、
そ
の
典
拠
に
よ
っ
て
は
信
頼

で
き
る
も
の
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う 。
ま
た
前
述
の
と
お
り 、
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
『
常

光
寺
年
代
記』
に
は
誤
字・
脱
字
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る 。

自
然
災
害
関
連
の
記
事
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る 。
な
お 、
前
述
し
た
と
お
り 、
本
書
に
は
享

保――一
年
ま
で
の
年
代
記
と 、
文
久
三
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
の
年
代
記
と
の
間
に
記
さ
れ
る

諸
書
の一
っ
と
し
て 、
嘉
永
七
年
(-
八
五
四）
十一
月
四
日
の
大
地
震
に
つ
い
て
記
述
さ

(
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れ
て
い
る
の
で 、
そ
の
記
事
も
掲
載
す
る 。

大
洪
水 、
山
崩
谷
埋 、

〇
慶
雲
二
年
（
七
0
五）

大
旱
之
后 、
大
水
失
時
年
穀
不
登 、
偲
於
五
大
寺
読
経
救
之 、

春 、
天
下
大
疫 、

四
月 、
詔
之
天
下
疫
発
度
百
僧 、
疫
止 、

0
天
慶
四
年
（
九
四一）

四
月
五
日 、
大
地
振 、
主
上
去
正
命
殿 、

0
天
慶
七
年
（
九
四
四）

0
金
光
六
年
甲
午
（
五
七
四
？）

0
金
光
元
年
己
丑
（
五
六
九
？）

そ
こ
で
本
節
で
は 、
すべ
て
の

五
丈
立
阿
久
屋
御
座 、
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0
文
治
元
年
（
一
八
五）

0
嘉
暦
元
年
(-
三
二
六）

〇
治
承
三
年
（一

硫
黄
嶋 、
兜
申 、

〇
治
承
二
年
（
一
七
八）

0
正
和
五
年
(-
三一
六）

大
旱 、
於
賀
茂
神
詞
祈
雨 、
読
仁
王
経
時
小
蛇
出
吐
水 、

大
旱
魃 、

〇
治
暦
元
年
(1
0
六
五）

祠
転
大
品
般
若
四
部 、
亦
於
大
極
殿一
千
比
丘
読
寿
命
経 、
皆
除
疫 、

三
月 、
大
地
震 、
東
大
寺
仏
御
頭
落
地 、
長
谷
寺
炎
上 、

0
長
保
三
年
(

I

0
0
 I
)
 

春 、
天
下
疫 、
三
月
仁
玉
会
除
疫 、
亦
於
大
極
殿
命一
千
人
沙
門
転
寿
命
経 、

大
旱 、
詔
仁
勝
僧
正
祈
雨 、
大
雨
三
日一二
夜
降 、

四
月 、
大
雪 、
四
尺
五
寸
降 、

0
長
元
四
年
(1
0
三一）

0
寛
徳
元
年
(1
0
四
四）

天
下
疫
多 、
正
月 、

凡
祈
雨
大
雨
下
九
度 、
時
人
日
雨
僧
正

一
千
沙
門
於
大
極
殿
読
普
門
品 、
於
豊
楽
院
修
仁
主
会 、
於
賀
茂
神

一
七
九）

五
月
十
二
日 、
迅
風
吹 、
洛
中
竹
木
家
皆
倒 、

〇
建
治
三
年
(-――
七
七）

大
旱 、
興
福
金
堂・
講
堂
為
雷
火
焼 、

四
月
十
三
日
寅
刻 、
大
地
震 、
鎌
倉
死
者一
万
余
人 、

0
徳
治
二
年
(-
三
0
七）

天
下
疫
病 、
人
多
死 、
赤
飯
痛
名
付 、

0
正
和
元
年
(-
三――-）

大
旱 、
餓
死 、

0
文
保
元
年
(-
三一
七）

大
旱 、
大
洪
水 、

0
天
喜
四
年
(1
0
五
六）

自
正
月
至
六
月 、
不
雨 、

0
正
応
六
年
11

永
仁
元
年
(―
二
九
三）

大
疫
病 、

大
旱 、
沙
門
仁
海
祈
雨
降 、

〇
弘
安
元
年
（一――
七
八）

0
長
元
元
年
(1
0
二
八）

大
疫
病 、

也 、

0
文
応
元
年
（一――
六
0)

〇
寛
仁二
年
(1
0一
八）

大
飢
饉 、

八
月
十
三
夜 、
大
風 、
戌
時
巻
芝
也 、

0
永
詐
元
年
（
九
八
九）

0
正
嘉
二
年
（―
二
五
八）

七
月
九
日 、
大
地
震 、

0
寛
喜
三
年
（一―一
三一）

大
飢
饉 、
多
餓
死 、

0
正
嘉
元
年
（一―一
五
七）

大
旱 、
餓
死 、
大
疫
病 、

12 



0
康
安
元
年
(-
三
六一）

大
旱 、
八
月
廿一
日 、

〇
延
文
五
年
(-
三
六
0)

〇
延
文
二
年
(-
三
五
八）

日
二
出 、
南
方
滅
也 、

二
月
十
八
日 、
蛤
洛
中
降 、

0
永
享
十
年
(-
四
三
八）

正
月一
日 、
大
雷
動 、
（
中
略）
八
月 、
大
風
七
度 、
大
洪
水
同
前 、

〇
応氷
二
十
八
年
(-
四
ニ―
)

六
月
十
三
日 、
日
吉
神
輿
入
洛 、
洛
中
諸
国
大
雪
降 、

0
元
弘
元
年
(-
三
三一）

正
月
二
日 、
大
雨 、
大
風 、

0
正
慶
元
年
(-
三
三
二）

0
暦
応
二
年
(-
三
三
九）

二
月
十
日 、
水
銀
洛
中
降 、

〇
貞
和
三
年
（一
三
四
七）

〇
貞
和
五
年
（一
三
四
九）

0
文
和
四
年
(-
三
五
五）

大
風 、
大
塩 、
大
洪
水
度
々 、

〇
延
文
二
年
(-
三
五
七）

大
風 、
大
洪
水 、

正
月 、
日
二
出 、
四
月 、
大
霜
降 、

四
月
廿
五
日 、
大
地
振 、

四
月
十
日 、
大
雪
降 、

0
明
徳
二
年
(-
三
九一）

――一
月
四
日 、
火
雨
降 、

〇
応永
十
二
年
(-
四
0
五）

七
月
十
四
日 、
大
地
振 、

〇
応永
二
十
二
年
(-
四一
五）

従
春
至
夏 、
都
郷
塩
病 、
甚
多
人
死 、
其
数
不
可
量 、

〇
応氷
三
十
二
年
(-
四一
五）

大
風 、

八
月 、
大
風 、
北
野
奥
北
悽
吹
倒 、

〇
延
文
元
年
(-
三
五
六）

〇
応
永
士二
年
(-
四
0
六）

六
月
十
日 、
氷
雨
降 、

〇
応氷
六
年
(-
三
九
九）

大
洪
水 、

0
暦
応
四
年
(-
三
四一）

十
月 、
海
大
□
ロ
ナ
ミ
也 、

〇
至
徳
三
年
(-
三
八
六）

0
永
徳
三
年
(-
三
八
三）

大
飢
饉 、

大
洪
水 、

0
永
徳
元
年
(-
三
八一）

大
洪
水 、

0
康
暦
二
年
(-
三
八
〇）

八
月
廿
八
日 、
大
洪
水 、

自
六
月一
日 、
迄
廿一
日 、
大
地
震 、
地
破 、
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0
明
応
二
年
(-
四
九
三）

八
月
十
五
日 、
大
風 、
大
雨 、

〇
寛
正
六
年
(-
四
六
五）

天
下
大
飢
饉 、
疫
病 、

〇
寛
正
二
年
(-
四
六一
）

夏 、
旱 、

死
人
満
道
路 、
於
京
師
六
角
堂
施
行 、

六
七
月 、
大
洪
水 、
大
飢
饉 、

0
天
文
八
年
(-
五
三
九）

0
天
文
五
年
(-
五
三
六）

八
月
三
日 、
大
風
吹 、
秋
納
十
分
也 、
大
湊
塩
上
ル 、
其
外
湊
之
家
モ
損 、

0
文
安
五
年
(-
四
四
八）

人
民
多
疾
病
死 、

0
永
享
十一
年
(-
四
三
九）

七
月
十
三
日 、
大
風 、
大
洪
水
度
々 、
嵯
峨
釈
迦
倒 、
管
打
折 、

〇
嘉
吉
二
年
(-
四
四
二）

自
七
月
伊
豆
大
嶋
焼
崩 、
及
次
年 、

0
文
安
元
年
(-
四
四
四）

三
月
二
H 、
大
雷
電 、
一
夜一
日
自
申
刻
至
酉
剋 、
天
下
為
暗
昏
諸
国
七
道
以
是
同
人
多

死 、
失
樹
木 、
舎
宅
等
逢
雷
火
焼
失 、
皆
天
和
雨
大
豆・
小
豆・
大
角
豆・
麻
子・
黍
等

日
本
国
中
同
時
降
下 、
乃
生
芽 、

0
文
安
二
年
(-
四
四
五）

0
文
安
四
年
(-
四
四
七）

自
四
月
至
七
月 、
旱
魃 、

0
長
禄
元
年
(-
四
五
七）

0
長
禄
三
年
(-
四
五
九）

廿一一
日
大
風
吹 、
堂
社
損
失
人
多
押
レ
死
也 、
大
飢
饉 、

夏
秋
百
余
日 、
大
旱 、
九
月
十
日 、
大
風 、
大
洪
水 、

十
月
廿
九
日
ノ
夜
戌
剋
斗
ヨ
リ
大
地
震 、
十一
月
五
迄
時
々
二
震 、
其
後
モ一
日
二
日

0
明
応
三
年
(-
四
九
四）

五
月
七
日
未
剋 、
大
地
震 、

四
月
五
日 、
大
地
震 、

地
震 、
地
破 、
同
時
大
海
潮
満
来 、
諸
国
湊
浦
々
津
人
家
倒
死 、

0
文
亀
二
年
(-
五
0
二）

0
永
明一
年
(-
五
0
五）

0
永
正
十
年
(-
五一
三）

巳
剋
也 、
六
月
十一
日
申
剋 、
大
地
震 、

0
永
正
十
四
年
(-
五一
七）

五
月
十一
日
申
時 、
氷
雨
降
下 、

0
大
永
七
年
(-
五
二
七）

二
月
三
日
夜
亥
時
ヨ
リ
四
日
ノ
未
時
迄 、
大
風 、

0
天
文
三
年
(-
五
三
四）

0
天
文
四
年
(-
五
三
五）

旱
損 、
諸
国
飢
饉 、
餓
死
者
在 、

八
月
廿
五
日
辰
剋 、
大

春 、
餓
死
在 、
従
四
月
七
月
迄 、
東
風
吹 、
秋
ハ
十
二
分 、
六
月
士
用
中
雨 、

八
月
五
日 、
大
地
震 、

六
月
二
H ‘
洛
中
大
風 、

五
月
十
六
日 、
洪
水 、

八
月
廿
九
日 、
大
風 、

0
明
応
七
年
(-
四
九
八）

ツ
ヽ
震
事 、
及
四
五
度 、
又
十
二
月
四
日
卯
剋 、
大
地
震 、
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0
正
保
三
年
（一
六
四
六）

正
月
ヨ
リ
八
月
迄
日
本
二
餓
死
入 、
百
文一一
米
壱
舛
七
合
売
買
也 、

〇
寛
永
二
十
年
（一
六
四
三）

雲
霞
卜

云
虫
五
穀
二
付
テ 、
遠・
三
飢
饉 、

0
天
文
九
年
(-
五
四
0)

八
月
十一
日 、
大
風
吹 、
処
々
之
大
木
折
根
倒
也 、
遠
州
引
間
鴨
江
龍
前
寺
之
路
吹
倒
也 、

0
天
文
十
年
(-
五
四一
）

七
月
五
H 、
大
風
吹 、
同
十
四
日
夜
半 、
大
風
吹 、
飢
饉 、

0
天
正
十
三
年
(-
五
八
五 、
但
し
十一
月
二
十
九
日
は一
五
八
六
年一
月
十
八
日）

（ママ）
十
二
月
廿
九
日
ノ
子
刻 、
大
地
震 、
国
上
家
崩
失
人
命 、
明
ル
晦
日
ノ
夜
丑
刻 、
大
地
震

此
年
七
月
廿
九
日
二
大
風
吹
上 、
当
寺
ノ
客
殿
大
破
也 、

〇
慶
長
九
年
（一
六
0
四 、
但
し
十
二
月
十
六
日
は一
六
0
五
年
二
月
三
日）

雪
月
十
六
日 、
夜
ノ
五
ツ
時
分
ニ
ナ
イ
シ
ヲ
打 、
片
濱
之
船
皆
打
破
也 、

リ 、
人
不レ
知
ア
ス
ミ
テ
驚
ナ
リ 、

此
二
月
方
四
月
迄
き
き
ん 、

〇
寛
永
十
九
年
（一
六
四
二）

寅
ノ
年
十
月
廿
五
日
二
大
ナ
ヱ
ュ
ル 、

0
慶
長
十
九
年
（一
六一
四）

0
文
禄
二
年
(-
五
九
三）

此
ノ
年
五
六
七
月 、
H
干 、

0
天
正
十
八
年
(-
五
九
0)

如
前 、
十
二
月
廿
比
迄
動
也 、

0
天
文
十
五
年
(-
五
四
六）

八
月
従
十
日
迄
十一
日 、
大
風
吹 、
世
上
飢
饉
半
也 、

ア
ミ
ナ
カ
ス
ナ

霜
月
七
日
二
大
風
吹 、
舟
打
破
也 、

大
ヒ
テ
リ 、
大
風――一
度
吹 、
疫
病
わ
や
り
人
多
死
ナ
リ 、

此
冬
よ
り
大
飢
饉 、
人
多
餓
死
ス 、

八
月
六
日
之
卯
刻
二
大
波
上
リ 、
当
村
之
屋
三
間
ツ
フ
レ 、

元
日 、
日
蝕
ス 、

0
元
禄
十
二
年

七
月
朔
日 、

人
四
五
人
死
ス
ル
也 、

（一
六
九
九）

ナカ
コフ

（竜）
ワ
シベノ
ミ

チ
モ

風
雨
流
予洪
水
そ
遠
州ノ
天
流
川
西
邊
塘
大
破シテ
浜
松
町
下ノ
在
々
村
々 、

モノ

為り
川 卜
家
流レ
人
亡ス、
半
死一
生ノ
者
売口
子ヲ
売
誓日
身
クタクハ
為
予
乞
人は
餓
死ス、
同ク

ス、
カ

クダ
シ

ン

八
月 、
自辻
勢
州
鈴
鹿
山一 、
東
風
雨
雷
震
海
波
推臼
岸ヲ
海
浜
之
漁
村
多クハ
没ご
水 、
船モ
又

0
元
禄
十
三
年
（一
七
0
0)

ク

シ

ミノラス

ウスッカ
コガシゴニシテクロフ
ッ

麦
有
望
晶
而
不レ
登 、
皆
不レ
春 、

焦
抹
餐

、

夏
従己
五
月
廿
四
H- ‘

破
損 、

0
元
禄
五
年
（一
六
九
二）

二
月
廿
二
日
暮
六
ツ
半
二
光
リ
モ
ノ
出
ス
ル
也 、

〇
貞
享
二
年
（一
六
八
五）

〇
延
宝
八
年
（一
六
八
0)

春 、
日
本
大
飢
饉 、
人
多
死
ス 、
百
文
二
付
米
八
合
仕
候 、

〇
延
宝
三
年
（一
六
七
五）

〇
延
宝
二
年
(-
六
七
四）

六
月 、
掃
星
出
ス
ル
也 、

〇
寛
文
四
年
（一
六
六
四）

0
明
暦
元
年
（一
六
五
五）

大
ヒ
テ
リ
ニ
テ
バ
ン
ジ
ャ
ク
ル
ナ
リ 、

〇
承
応
三
年
（一
六
五
四）

キ秋
到
望
七
月
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0
元
禄
十
六
年
（一
七
0
三）

（

十
一

月
）

同
十
八
日
二
大
地
震 、
井
大
火 、
其
ノ
後
地
震
ハ
月
々
二
四
五
度
宛
在
之 、
就レ
中
関
東

計
多
ク
在
之 、
右
地
震
大
火
之
時
江
戸・
伊
豆・
相
模・
房
州
此
ノ
国
ノ
間一一
死
人

二
十一
萬
五
千
餘
死
ス 、
同
十一
月
廿
二
日
夜
ノ
八
ツ
時
二
大
地
震 、
江
戸・
川
崎
方
箱

根
迄
ヲ 、
家
ノ
損
シ
人
馬
死
コ
ト 、

不レ
知レ
数 、
亦
此
時
四
海
大
塩
上
ば陸
二 、
当
境
ノ

漁
舟
多
ク
流レ
之 、
又
夕
小
田
原
城
廓 、
右
地
震
最
中
二
城
中
ヨ
リ
出
火 、

不
残
焼
失 、
町
二
不
思
義
二
町
家一
軒
残
ル 、

〇
宝氷
二
年
(-
七
0
五）

三
月
十
九
日 、
大
風 、

〇
宝
永
四
年
(-
七
0
七）

廻
船
多
ク
破
損
ス 、
（
中
略） 、

ク
切
レ 、
人
家
流
レ
人
馬
ノ
損
害
不
知レ
数ヲ ‘

町
家
中
城
廓

同
六
月
廿
八
H
ノ
朝
夜
ノ
七
ツ
時
ヨ
リ
明
ケ
五
ツ
時
マ
デ
大
風
雨 、
吉
田・
岡
崎
辺
堤
多

同
十
月
四
日
午
時 、
大
地
震 、
近
代
末
聞
ノ
地
震
ナ
リ 、
当
浜
津
波
挙
リ
十
三
里
間
ノ
漁

船
尽
ク
流
損
シ 、
一
村
ニ
テ一
両
人
宛
流
死
ス 、
当
村
西
ニ
テ
民
屋
三
十
餘
浪
ニ
テ
破
損

シ 、
人
弐
人
流
死
ス 、
此
日
夜
二
至
ッ
テ
三
四
十
度
ノ
地
震
故 、
郷
内
ノ
老
若
コ
ト
／＼＼

ク
城
山
ヱ
引
退
キ
ニ
H
三
夜
野
二
臥
ス 、
尤
モ
当
村
二
限
ラ
ズ
浦
郷
民
屋
聰
ク
破
損
シ 、

皆
野
二
臥
シ
山
二
住
ス 、
近
郷
別
テ
破
損
聰
ハ
野
田
七
郷
ナ
リ 、
大
形
大
家
ノ
分
破
損
シ 、

寺
院
尽
ク
大
破
ナ
リ 、
地
震
故
大
破
ス
ル
処
尽
ク
ニ
挙
シ
難
シ 、
大
略
小
田
原
ヨ
リ
吉
田

迄
町
家
大
形
大
破 、
田
畠
多
敗
壊
ス 、
依
之
各
地
頭
ヱ
配
備
ヲ
願
イ 、
或
ハ
公
方
ヱ
訴
訟

（

ヲ

造

）

シ 、
家
田
畠
□

□

作
ス 、
江
府・
京
都
ハ
少
シ
ノ
地
震
ナ
リ 、
大
坂
ハ
前
代
末
聞
ノ
地
震

（
マ
マ
）

津
浪
故 、
尽
大
破
二
及
ン
デ 、
或
ハ
財
木
ニ
ウ
タ
レ 、
或
ハ
橋
ヨ
リ
川
ヱ
没
シ 、
或
ハ
浪

二
流
レ
死
ス
ル
者
十
餘
萬 、
記
州
領
濱
邊
大
破
人
篤
ノ
流
死
数
ヲ
不
識 、
不
思
儀
ナ
ル
カ

ナ 、
此
□
ヨ
リ
日
天
入
日
二
及
ン
テ
大
イ
ニ
焦
レ
西
雲
常
二
替
テ
火
ノ
燃
ル
コ
ト
ク
ニ
赤

リ

キ

ミ
ノ
ラ

十
九
日 ―一 一
旱ス、
秋
当
郡
梁
禾
不レ
登 、
五
穀
高
直 、

シ 、
夜
ル
ハ
蛙
声
カ
マ
ヒ
サ
シ
ク 、
昼
ハ
烏
声
頻
リ
ニ
悪
ク
唱
ヱ 、
処
々
不
時
ノ
花
咲
キ

時
ヲ
得
タ
ル
ニ
コ
ト

ナ
ラ
ザ
レ
バ 、
老
若
意
細
ク
シ
テ
跡
カ一
日
両――一
度
ツ
ヽ
ノ
地
震
シ

同
霜
月
廿
三
日 、

ハ
此
地
迄
見
ヱ
タ
リ 、
此
日
ヨ
リ
江
府
二
日
三
夜
朦
朧
ト
シ
テ
行
客
道
ヲ
失
ス 、
冨
士
ノ

近
郷
依
之
多
大
破
ス 、
小
田
原
領
内
二
十一
ヶ
村
尽
ク
大
破 、
就
中一
ヶ
村
全
ク
滅
シ
テ

（

様

）

人
馬
ニ
ゲ
ノ
ヒ
タ
ス
カ
ル
者
ナ
カ
リ
ケ
リ 、
冨
士
近
邊
二
三
里
ノ
間 、
土
ノ
ロ
ナ
ル
石
降

リ
大
ナ
ル
ハ
尺
四
方 、
小
ナ
ル
ハ
ッ
フ
テ
ノ
如
ト
シ 、
前
ノ
江
府
ノ
ク
ラ
ヤ
ミ
ハ
冨
士
燃

コ

チ

ノ

ル
砂
煙
東
風
ト

イ
ヱ
ト

モ
遥一一
江
戸
二
飛
日
輝
ヲ
障
シ
故
ナ
リ 、
彼
ノ
火
ノ
燃
ヱ
出
ル
ゴ

ト
ニ
雷
ノ
コ
ト
ク
賂
ク
響
イ
テ 、
当
所
遥
二
八
十
餘
里
ヲ
満
ト

イ
ヱ
ト

モ 、
其
ノ
聾
キ
肝

二
徹
シ 、
老
若
不
思
儀
ノ
思
イ
ヲ
ナ
シ 、
又
漸
ク
極
月
佛
成
道
ノ
日
二
至
ッ
テ
燃
工
畢
ン

（

公

方

）

ヌ 、
其
レ
ヨ
リ
□

口
倹
使
ヲ
立
玉
イ
御
見
分
有
ル
ニ 、
冨
上
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
砂
石
積
テ 、

人
ノ
気
ヲ
失
フ
斗
リ
ナ
リ 、

大
ナ
ル
山
壱
ツ
出
来 、
彼
火
ノ
出
ル
処
ハ
穴
ト

ナ
リ 、
行
末
如
何
ン
ト

ハ
カ
リ
難
カ
リ
ケ

（

年

内

）

リ 、
山
ヲ
バ
則
チ
宝
永
山
卜

号
シ
ケ
ル 、
口
□一
日一
夜
ノ
中
二
五
六
度
宛
ノ
地
震
シ
テ

マ

n

ト
ナ
ル
カ
ナ

天
ハ
民
ヲ
シ
テ
モ
ノ
イ
ハ
シ
ム
ト

イ
ヱ
リ 、
誠

哉 、
春

タ
ミ

力
羊
ノ
義
天
民
二
告
テ
イ
ハ
シ
ム
ル

江
府
ノ
宗
論
誰
卜

無
ク
不
吉
ノ
風
聞
有
リ
ケ
ル
ガ 、

春 、
去
年
ノ
地
震
今
ニ
ヤ
マ
ズ 、
所
々
多
ク
高
シ
ホ
満
テ
田
畑
多
敗
壊
二
及
ベ
リ 、
（
中
略）

同
七
月
二
日 、
大
風 、
洪
水
諸
国
多
破
損
シ
ケ
リ 、

0
正
徳
元
年
（一
七一
-

)

 

同
六
月
二
十
三
日 、
大
風 、
大
波 、
（
中
略）

0
宝
永
五
年
（一
七
0
八）

モ
ノ
カ 、

四
ツ
時
ヨ
リ
冨
士
ノ
絶
頂
ヨ
リ
火
認
ク
燃
起
ッ
テ 、
炎
光
天一一
輝
キ
夜

斯
年
八
月
九
日
大
風 、
同
廿
三
日
又
大
風 、
最
夜
ノ
五
ツ
時
方
吹
出
シ 、

（
不
力）

吹
ク 、
尤
前
代
末
聞
ノ
大
風
也 、
故
在
々
所
々
人
家
ノ
破
損
口
可
勝
言 、
浦
々
ヘ
ツ
ナ
ミ

テ 、
唯
夕
船
中
二
在
ル
ニ
コ
ト

ナ
ラ
ザ
レ
バ 、

四
ツ
時
ス
ギ
迄

一
日
モ
安
土
ノ
思
イ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
リ 、
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以
上
で
あ
る 。
前
節
で
『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記』
の

0
嘉
永
七
年
(-
八
五
四）

(
+
）
 

寅
ロ一
月
四
日 、
大
地
震 、

上
リ
流
死
ノ
人
モ
多
シ 、

ク
振
動
故 、
皆
庫
下
集
リ
居
ス 、
当
郷
ニ
テ
モ
人
弐
人
死
ス 、
破
屋
ノ
ギ
不
可
言 、
処
々

（

河

）

ノ
大
木
尽
吹
折
ラ
ル
ヽ 、
斯
風一[-
川一
国
ニ
テ
外
ハ
吹
カ
ズ 、
伊
勢
地
少
し 、
戸
羽
ハ
大

風 、
城
内
尽
ク
損
ズ 、

0
正
徳
二
年
(-
七―
二）

0
正
徳
三
年
(-
七一
三）

ソ

ブ

ム
キ

[
塗
抹
]

麦
作
二
根
晶
井
染
病
大
二
付 、
麦
飢
饉
也 、
■
■
同
夏
中
永
々
旱 、
七
月
四
日
風
雨 、

月
十
二
H
洪
水 、
田
方
水
損
也 、
大
豆
等
不
作
也 、

0
正
徳
四
年
(-
七一
四）

多
吹
倒
也 、

田
彦
ノ
破
損 、
穀
苗
ノ
損
亡
不
可
勝
言 、
当
山
客
殿
コ
ト
／＼＼

シ
カ
レ
共
諸
国
五
穀
易
ス
シ 、
斯
冬
米
廿
六
七
俵 、
麦
五
十
四
五八

ソ

ブ

三
春 、
旱 、
孟
夏
十
七
日
降
雨
也 、
以
后
麦
作
染
病
付
不
豊
也 、
秋
七
月
従二
八
日一
至
九

下

上

日
夜
大
風
雨 、
夏
作
井
大一豆・
早
稲
等
悉
吹
損
也 、
八
月
八
日
夜 、
亦
大
風
雨 、
家
民
許

0
正
徳
五
年
(-
七一
五）

コ

ノ
ア
タ
リ

斯
春
凶
年
也 、
就レ
中
斯
辺
餓
死
ス
ル
者
多
シ
突 、
米
穀
等
売
買
直
段
前
代
未
聞
也 、
但

カ
へ

シ
金
壱
両
二
米
三
斗
戴
升
替
也 、

米
湯
施
ス 、
又
米
三
合
宛
施 、

「
年
代
記」

四
六
六
）

以
降
の
記
事
は
同
時
代
史
料
と
し
て
信
頼
で
き
る
と
し
た 。

の
文
正
元
年
（一

し
か
し 、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
記
主
の
所
在
地
で
あ
る 。
本
年
代
記
の
表
題
に
「
常
光
寺」
と
あ
る

一
時
間
二
大
津
浪
在 、
家
者
平
常
江
小
屋
立
住
也 、
当
寺
方

1 .
『
常
光
寺
主
代
記
井
年
代
記』
は 、
天
文
十
年
(-
五
四一
）

ま
で
に
常
光
寺
三
世
の

樹
主
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ 、
そ
の
後
は
断
続
的
に
二
人
に
よ
り

加
筆
さ
れ 、
天
正
十
年
（一

あ
る 。 本

稿
で
は 、
『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記』
に
つ
い
て
「
年
代
記」
の
記
事
の
内
容
や
記
述

方
法 、
筆
跡
な
ど
の
変
化
や
違
い
を
史
糾
学
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

つ
い
て
考
察
し
た 。
そ
の
結
果 、
明
ら
か
に
し
た
こ
と 、
指
摘
し
た
こ
と
は
次
の
と
お
り
で

お
わ
り
に

に
も
目
を
く
ば
る
必
要
が
あ
る 。

八
月
十
八
日
夜 、
大
風
雨 、

俵
ナ
リ 、

郡
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

か
ら
と
い
っ
て 、
すべ
て
の
記
事
が
常
光
寺
で
記
主
が
体
験
し
た
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と

(

9
)
 

い
う
こ
と
で
あ
る 。
と
く
に
記
主
を
特
定
で
き
る
樹
玉
と
恩
海
は 、
い
ず
れ
も
遠
江
国
敷

(

10
)
 

智
郡
浜
松
庄
の
普
済
寺
（
現
静
岡
県
浜
松
市
中
区
広
沢
）

に
い
た
時
期
が
あ
る 。

時
期
に
よ
っ
て
は
自
然
災
害
を
体
験
し
た
場
所
が 、
三
河
国
渥
美
郡
で
は
な
く
遠
江
国
敷
智

例
え
ば 、
明
応―一
年
(-
四
九
三
）

震 、
十一
月
五
迄
時
々
二
震 、
其
後
モ一
日
二
日
ツ
ヽ
震
事 、
及
四
五
度」
と
記
さ
れ
る 。

つ
ま
り 、
十
月
二
十
九
日
の
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
頃
に
大
地
震
が
あ
り 、
十一
月
五
日

ま
で
時
々
地
震
が
あ
り 、

の
記
事
に
は
「
十
月
廿
九
日
ノ
夜
戌
剋
斗
ヨ
リ
大
地

そ
の
後
も一

‘-―
日
に
四 、
五
回
の
割
合
で
余
震
が
続
い
た
こ
と

が
わ
か
る 。
こ
の
地
震
は 、
翌
三
十
日
の
午
前
三
時
か
ら
五
時
ま
で
の
頃
に
京
都・
奈
良
で

(

11
)
 

発
生
し
た
大
地
震
と
の
関
係
性
を
考
え
る
意
味
で
も
軍
要
か
と
思
わ
れ
る
が 、
こ
の
と
き

(

12
)
 

樹
王
は
三
河
の
常
光
寺
で
は
な
く
遠
江
の
普
済
寺
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

地
震
ば
か
り
で
な
く
自
然
災
害
が
発
生
し
た
所
在
地
は
重
要
で
あ
る 。『
常
光
寺
玉
代
記
井

年
代
記』
を
扱
う
際
に
は 、
記
主
の
所
在
地
に
注
意
し 、
当
該
記
事
だ
け
で
な
く
そ
の
前
後

そ
の
成
立
に

つ
ま
り 、

1 7  



以
上
で
あ
る。

る
と
い
う
こ
と。

よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
こ
と。

五
八
二
）

年
か
ら
慶
長
十
年
（
一

六
0
五）

ま
で
の
記
事
は
恩
海
に
よ
り
加
筆
さ
れ、

元
和

八
年
(
-

六
二
二
）

か
ら
享
保
三
年
(
-

七
一

八）

ま
で
の
記
事
は
少
な
く
と
も
十
一

人
に

2.

『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記
』
の
「
年
代
記」

に
お
い
て
樹
王
が
生
き
た
文
正
元
年
（
一

四
六
六）

以
降
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ、

す
べ

て
同
時
代
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き、

伝
聞
・

風
聞
記
事
な
ど
を
除
け
ば、

記ヽ
主
が
実
際
に
体
験
し
た
も
の
と
し
て
信
頼
で
き

3.

『
常
光
寺
玉
代
記
井
年
代
記
』
の
記
主
は、

つ
ね
に
三
河
国
渥
美
郡
の
常
光
寺
に
い
た

わ
け
で
は
な
く、
遠
江
国
敷
智
郡
の
普
済
寺
な
ど
他
所
に
い
た
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら、

自
然
災
害
記
事
を
扱
う
際
に
は
そ
の
所
在
地
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と。

し
た
が
っ
て、

本
稿
で
は
『
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記
』

に
お
け
る
自
然

災
害
関
連
の
記
事
を
す
べ

て
掲
載
し
た
が、

こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
明
応
二
年
(
-

四
九――-）

以
降
の
記
事
は、

同
時
代
の
災
害
記
録
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る。

(
1)

田
良
島
哲
「
地
震
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
お
け
る
史
料
学
的
課
題
ー
中
世
の
年
代
記
を
中
心
に

|」
（
『
月
刊
地
球
』

第一―-
―
七
号、
―
1
0
0
五
年）、

峰
岸
純
夫
「
中
世
東
国
に
お
け
る
大
地
震
の
発

生
と
戦
乱
の
勃
発」
（
『
季
刊
東
北
学
』

第一
―
九
号‘
―
1
0
―
一

年）、

同
「
中
世
災
害
と
戦
乱」
（
埼

王
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
災
害
か
ら
み
た
中
世
社
会
資
料
集』

地
域
に
遺
る

文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
振
興
事
業
実
行
委
員
会、

の
校
訂
の
諸
問
題」
（
初
出
二
0
0
五
年、

二
0
1
11一
年）、

矢
田
俊
文
「
既
刊
地
震
史
料
集

の
ち
同
『
地
震
と
中
世
の
流
通
』

高
志
書
院、
―
I
O
I
 0
 

年
所
収）、

同
『
中
世
の
巨
大
地
震
』
（
吉
川
弘
文
館、

二
0
0
九
年）、

同
「
中
世
後
期
の
地
震
と
年

代
記」
（『
東
北
中
世
史
研
究
会
会
報』

第一
――
一
号、
二
0
―
二
年）、

同
「
中
世
・
近
世
初
期
の
地
震」

（
前
掲
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
災
害
か
ら
み
た
中
世
社
会
資
料
集』）、

片
桐
昭
彦
「
明
応
四
年
の
地
震
と

『
鎌
倉
大
日
記』」
（『
新
潟
史
学』

第
七
二
号、
一
―
0
一

四
年）、

同
「『
鎌
倉
大
n

記』

に
み
る
一
五

世
紀
の
関
東
地
震
と
江
の
島
の
隆
起
・
沈
降」
（『
災
害
・
復
興
と
資
料』

第
六
号、

二
0
一
五
年）、

同
「
不
忍
文
庫
旧
蔵
『
年
代
記
』

と
中
世
の
地
震」
（『
災
害
・

復
興
と
資
料
』

第
八
号、

年）、

同
「
明
応
関
東
地
震
と
年
代
記
ー
『
鎌
倉
大
日
記』

と
『
勝
山
記
』

I」
(『
災
害
・
復
興
と
資

(
2)

伊
奈
森
太
郎
・
清
田
治
編
『一
二
州
堀
切
霊
松
山
常
光
寺
年
代
記』
（
常
光
寺、

―
1
0
一

六

(
3)

平
田
俊
春
「
皇
代
記
の
探
求
と
神
皇
正
統
記
初
稿
本
の
出
現
ー
神
皇
正
統
記
の
成
立
に
つ
い
て
の
断

案
ー」
（
初
出一
九
五
九
年、

の
ち
同
『
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的
研
究』

雄
山
閣
出
版、
一
九
七
九
年
所

(
5)

恩
海
は
慶
長
十
七
年
(
-
六
―
―
-）

正
月
三
日
に
死
去
し
て
い
る
（
本
書
同
年
記
事
「
恩
海
和
尚、

(
6)

頑
直
は
宝
永
三
年
（
一
七
0
六）

十
二
月
十
五
日
に
死
去
し
て
い
る
（
本
書
同
年
記
事
「
極
月
二
日

ヨ
リ
十
三
世
頑
直
和
尚
病
臥
シ、

＋
宜
日
二
示
寂
シ
下
イ
ヌ」）。

(
7)

そ
の
間、

丁
を
か
え
元
禄
十
四
年
（
一
七
0
I
)

に
常
光
寺
十
四
世
鳳
山
が、

釈
迦
・
達
磨
・
道
元

等
の
年
忌
に
関
わ
る
覚
書
や
「
遠
州
普
済
寺
十一云一
哲
門
末
開
山」

を
記
し
て
い
る。

こ
の
こ
と
か
ら
「
年

代
記」

の
元
禄
六
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
の
記
事
は
鳳
山
が
記
し
た
可
能
性
が
あ
る。

ま
た
そ
の
次
丁

に
は、

嘉
永
七
年
(
-
八
五
四）

十一

月
四
日
の
大
地
裳
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る。三

世
樹
主
二
百
五

十
年
忌
に
あ
た
る
寛
政一
二
年
（
一
七
九
一
）

十一

月
に―
-
＋
一

世
斧
山
紹
錦
に
よ
っ
て
新
装
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る。

す
な
わ
ち
天
文
十
年
に
樹
主
が
ま
と
め
た
当
初
か
ら
「
常
光
寺
王
代
記
井
年
代
記」

と

(
10)

本
書
の
記
事
に
よ
れ
ば、

樹
主
は
常
光
寺
に
入
院
す
る
永
正一
二
年
(
-
五
0
六）

以
前
は
本
寺
の
普

い
う
表
題
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る。

(
9)

本
書
奥
方
の
追
筆
に
よ
れ
ば、

本
書
の
表
紙
は
大
破
し
た
た
め

(
8)

前
掲
註
(
7)。

正
月―
二
日
迂
化、

八
十―――
歳」）。

(
4)

平
田
俊
春
前
掲
註
(
3)

論
文。

収）。
料』

第一

0
号、

二
0
一

八
年）

な
ど。

一
九
六
一

年）。

18 



済
寺
に
お
り、

同
十
一

年
(
-
五
一

四）

と
大
永
四
年
(
-
五一
一
四）

に
は
普
済
寺
の
住
職
に
な
っ
て

い
る。

恩
海
は
天
正
十
三
年
(
-
五
八
五）

と
慶
長
十
年
（
一
六
0
五）

に
普
済
寺
の
住
職
に
な
っ
て

(
11)
『
後
法
興
院
記』
『
親
長
卿
記』
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記』
『
御
湯
殿
上
日
記』

な
ど。

(
12)

前
掲
註
(
10)
の
と
お
り、

樹
王
の
常
光
寺
入
院
は
永
正
三
年
(-
五
0
六）

四
十一

歳
の
時
で
あ
り、

そ
れ
以
前
は
本
寺
の
普
済
寺
に
い
た
と
考
え
ら
れ、

明
応
三
年
(
-

四
九
四）

に
普
済
寺
住
職
の
竺
印

か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
る。

実
際
に
樹
王
（
是
秀）

は
明
応一云一
年
十
二
月
二
十
日
付
で
「
伝
授
道
場
荘
厳

之
次
第」

等
を
普
済
寺
で
書
い
て
い
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
「
常
光
寺
文
書」）。

〔
追
記〕

本
稿
は、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(
C)
一

般
「
災
害
記
録
と
し
て
の
活
用
に
向
け
た
年
代
記
の
研
究」

（
課
題
番
号
1
9
k
o
o
9
5
0
・
研
究
代
表
者
片
桐
昭
彦）

に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る。

い
る。
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